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 総務省としては、内閣官房と連携しながら、まず第一に、データを保有する自治体などと、それを
活用する民間との調整・仲介機能の創設、第二に、自治体職員がデータの加工・公開などを習得
できる試験環境の整備、第三に、Ｇ空間情報センターなどと連携しまして、実証事業を通じて、地
図・交通データのオープン化の促進などに取り組んでまいります。 

 各省庁や自治体が持つインフラのデータを徹底的に開放し、官民の力を結集して、新たな有望
市場を創出してまいります。（中略） 
 先週施行された「官民データ活用推進基本法」の下、安全・安心に、個人情報に配慮しつつ、
オープンデータを強力に推進してまいります。 
  ＩＴ総合戦略本部の下、官民の専門家からなる司令塔を設置し、そして民間ニーズに即して重点

分野を定め、2020年までを集中取組期間として、必要な施策を断行してまいります。関係大臣は
議員から提案された具体的な施策と年限を踏まえて検討を進め、直ちに施策を具体化していただ
きたいと思います。 

安倍総理大臣発言 

総務大臣発言 

第３回未来投資会議（H28.12.19）における総理発言等 〔オープンデータ関係〕 



第2回未来投資会議構造改革徹底推進会合（H28.11.9) 

経団連 梶浦氏提出資料(抜粋) 

2 



第3回未来投資会議(H28.12.19) 御立氏提出資料(抜粋) 3 



地域ＩｏＴ実装推進タスクフォース 第3回地域資源活用分科会(H28.12.20)  

越塚氏提出資料(抜粋) 
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【オープンデータ等利活用推進事業(H27～29)】 
○ オープンデータ等を活用したモデル実証等に取り組むことにより、データを活用した新事業・新サービスの創出、住民
サービスの向上等を促進する。 

【 H27当初予算額３．０億円、H28当初予算額１．９億円、H29当初予算額（政府案）３．０億円】 

交通等データ連携 

2020年に向け、鉄道・バス・航空・ターミ
ナル等の公共交通情報や競技情報等を
スマホ・タブレット等に常時提供 

地図・観光データ連携 

自治体、観光協会等の提供するオープン
データをG空間情報センターの各種データ
と連携させてきめ細かな観光情報を提供 

Ｇ空間情報センター

農地ナビデータ

衛星データ

カープローブデータ

i-Constructionデータ 連携

連携 連携

連携 連携 
自治体、観光協会等の
オープンデータ 

実証事業を通じた地図・交通データのオープン化の促進（イメージ） 5 
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